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公衆衛生管理を
実現するための
5 つのベストプラクティス
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医療改革によって、診療ごとの個別支払いモデルから、質に基づく支払い、価値に基づく医療へのパラダ
イムシフトが加速しています。また、既存の医療供給体制に対するその影響は、ますます複雑化するテク
ノロジー環境において広範囲にわたっています。

電子カルテ、財務ファイル、病院情報システムのさまざまな生データがあふれる中、個々の患者と公衆の
実践的な分析を求めるニーズが急速に高まりつつあります。医師、医療提供者、保険者のすべてが、緩や
かな変革に留まらず臨床転帰や財務・運営上の成果を改善するために、データからより良いインサイト
を必要としています。

この変革の大きなけん引役となったのは、公衆衛生管理 (PHM) の責務を担う責任医療機構 (ACO) の出現
です。メディケア・メディケイド・サービスセンター (CMS) によると、責任医療機構 (ACO) とは医師、病院、 
その他の医療提供者から成る集団であり、協力しながら、患者集団に提供する医療のコストと質に共同責
任を負います。 

ほとんどの医療組織にとって、最低限のコストで医療の改善を連携して図るという PHM のコンセプトは
理想的ではありますが、当然のことながら、その運営の新しい基準を実践するのは困難となります。 

この新しい分野において、数多くの医療組織が医療格差の改善手段を把握しようと苦心しています。 
医療組織がコスト効率の良い予防医療を提供するには、医療提供者とどのように協力すればいいので
しょうか? 連携しながら、どのようにリスクを評価し支出を分析すればいいのでしょうか? どのようにすれ
ば、退院後の患者とつながりを保つことができるのでしょうか? 将来の入院を防ぐために、どのようにケア
マネージャーを展開すればいいのでしょうか? 慢性疾患をモニタリングし治療するには、どうしたらいい
のでしょうか? 

価値に基づく医療モデルを導入し、プロセス、医療現場、テクノロジーシステムに公衆衛生管理を統合し
ようとしている組織であれば、まずデータに着手しなければなりません。

データを使って公衆衛生管理を実現する際のベストプラクティスには、次の 5 つのものがあります。

1.	 セルフサービス分析の実現 

2.	 集団データの集計とセグメント化

3.	 ビジュアライゼーションを使った包括的な医療連携 

4.	 リスクの理解

5.	 患者関係の積極的な管理
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セルフサービス分析の実現
ビッグデータの時代が到来し、レポートをひたすら作り続けるという、旧来の医療分析

システムがもたらした状況は、今日のニーズにまったく合わない非効率的なものとな

りました。新世代の技術者は、現状を超える発展を実現させるために、各ユーザーが自

身のデータを調べることができる方法に期待しています。それにより、より迅速でイン

サイトに満ちた意思決定が可能になるだけでなく、IT 担当者がセキュアで信頼性の高

いデータインフラの維持という本来のタスクに立ち戻ることが可能になります。セルフ

サービス分析は、個々の医師やビジネスアナリストに対して大きなメリットを生み出

し、組織全体でも統一された情報源を利用できるようになります。

分析機能を有効に利用できる環境は、ユーザーが作成したダッシュボードを IT 部門が

管理するインフラ上で使用できる環境です。そして、その環境を実現するには、セルフ

サービス分析に応じた最適化が欠かせません。 

米国第 2 位の規模を持つ医療機関の Providence Health では、業務レポーティングの改善

に向けて、Vantage と呼ばれるセルフサービス分析プログラムを導入し立ち上げました。

Vantage は、EPIC、Lawson、Press Ganey などの病院向けシステムから得たデータから構

成される、一連のダッシュボードです。視覚的でインタラクティブな 40 種類のレポートが

含まれており、20,000 人を超えるセルフサービスユーザーが利用しています。

こうしたレポートは医師スコアカードも含めて、財務、運営、サプライチェーン、臨床の部門

にわたって標準化されています。そのため幹部は、組織の経営状態やサプライチェーンの

運用効率をモニタリングし、医師の活用状況と実績を評価することができます。

Vantage がセルフサービスモデルであることから、Providence Health のユーザーは

同プラットフォームをすぐ活用するようになり、医師の生産性も 12 か月間で 8% 向上

しました。さらにその導入後、Providence Health では命を救うがん検診の回数も急増

し、患者の 30 日以内の再入院率が大きく減少しています。

1.

「医師がデータを持って
いなければ、どうやって状

況を変えられるというの
でしょうか? 医師は、 

検診が必要な患者を知っ
ておかなければなりま

せん。私たちが指標を見
せることから始めると、
医師たちはそれ以上を

求めるようになりました。
今では、見たい医師全

員に、患者について詳し
い報告を見せることが

できます。チームが喜び
をあらわにしたのは、あ
のときが初めてでした。
私たちは、ビジュアル分

析による成果で、実際に
命を救っているのです」 

— Meghan Brandabur 氏 
Providence Health and Services 

衛生インテリジェンス部門 
プログラム管理者
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導入を成功させる最善の道は、ユーザーにとって簡単な移行方法をとることです。 

ユーザーがデータに簡単にアクセスし、IT 部門のサポートを得なくても自ら質問に答

えを出せるようにして、セルフサービス分析戦略を最大限に活用しましょう。

Providence Health のユーザーは、このダッシュボードで、公衆衛生管理に役立つ 30 日以内再入院率を
調べ理解することができます。また、データをドリルダウンし、病院レベルで根本原因分析も行えます。

Providence Health と先ごろ合併
した Swedish Medical Group が、
セルフサービス分析を活用して、
どのようにがん検診の指標を劇的
に改善したかをご覧ください。

http://www.tableau.com/ja-jp/learn/webinars/how-swedish-medical-group-boosted-cancer-screening-rates-data-transparency
http://www.tableau.com/ja-jp/learn/webinars/how-swedish-medical-group-boosted-cancer-screening-rates-data-transparency
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集団データのセグメント化
 
ほとんどの医療提供者は、3 年おきに地域リスク評価を実施するよう、医療費負担適正化

法によって義務付けられています。地域保健ニーズ評価 (CHNA) の実施によって、リスク

や関連コストという観点から、医療提供者は集団の全体像をつかむことができます。

疾病予防管理センター (CDC) では、サービスを提供している集団や地域社会の正確

な全体像を描くために、42 の具体的な指標を定めて、公衆衛生を分析するよう推奨し

ています。

こうした 42 の要素でデータをセグメント化すると、リスクや関連コストに基づいて、組

織が担当している地域の公衆衛生を理解できます。また、分析結果を使えば、組織は

最小限のコストで最高の質の医療を提供できるようになります。

公衆衛生インテリジェンスと地域保健評価を専門とする CentraForce 社では、データ

のセグメンテーションとビジュアライゼーションを使い、疾病や保険者の種類といった

カテゴリーによる集団の数値化を行っています。

医療提供者と保険者は、行動、意識調査、人口統計、地理、疾病、健康状態、医療提供者

のデータなど、このセグメント化したデータを使い、関心のある特定の集団について深

いインサイトを得ることができます。

このダッシュボードは、地域保健ニーズ評価の一例です。データは、ある集団内で乳がんのリスクがあ
る女性患者を示すようにセグメント化されており、積極的な治療介入のニーズをモニタリングするの
に利用されています。

「取り決められた一連 
の指標があると、地域保

健の改善を連携して図
るようパートナーを刺

激することができます」

—疾病予防管理センター

2.

最も多く推奨される決定要因を使った、
データや指標のセグメント化につい
ての詳細は、疾病予防管理センターが
発行した、地域保健評価と公衆衛生改
善に関する報告書をご覧ください。 

http://wwwn.cdc.gov/CommunityHealth/PDF/Final_CHAforPHI_508.pdf
http://wwwn.cdc.gov/CommunityHealth/PDF/Final_CHAforPHI_508.pdf
http://wwwn.cdc.gov/CommunityHealth/PDF/Final_CHAforPHI_508.pdf
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ビジュアライゼーションを使った包括的な医療連携
 
チーム、医療提供者、外来サービスの全体で医療を連携することは、困難である可能
性があります。医療提供者の多くは、メインの分析ツールとしていまだにスプレッド
シートを使っているため、抱えているさまざまな質問のごく一部にしか答えを出せてい
ないと考えられます。 

しかしながら、先見性のある医療提供者はインタラクティブなデータビジュアライゼー
ションを導入して、包括的に医療を連携し管理するために必要なリアルタイムのイン
サイトを、ケアマネージャーが利用できるようにしています。

米国でも最大級の非営利病院 Cleveland Clinic では、心臓病とがんのリスクを抱える
患者を積極的に見出す必要がありました。しかしながら、同病院の医療連携チームで
は、スプレッドシート上のデータにアクセスするだけでも、膨大な時間を費やしている
状態でした。ACO 会員リスト、CMS 標準の報告書 14 種類、EPIC 電子カルテのアドホッ
クなデータ、病診連携の対象となっている患者と、すべてのデータが行と列になってい
るだけだったのです。

Cleveland Clinic のビジネスインテリジェンスチームはデータ視覚化ツールを活用し、
医師がリスクの高い患者を判別してトラッキングできるようにするダッシュボードを作
成しました。このダッシュボードにより、ケアマネージャーは患者 54,000 人の担当集団
から、個々の患者に焦点を合わせることが可能になっています。

ケアマネージャーは、このインタラクティブなダッシュボードで地理と健康状態に関す
るフィルターを使い、データにドリルダウンすることができます。このダッシュボードを
使っている医療提供者たちはすでに、高リスクを抱えながらもまだ医療連携サービス
を受けていない、地域の 1,000 人を超える患者を迅速に特定できました。 

Cleveland Clinic で利用されているこのダッシュボードは、医療コーディネーターによる、高リスク患者
の積極的な特定と働きかけ、医師との予約の設定、患者の服薬アドヒアランスとコンプライアンスのモ
ニタリング、そして 30 日以内再入院率の低減に役立っています。

3.

「セルフサービス型
データディスカバリ

とビジュアル分析
のプラットフォーム
を活用し、複数の全

ソースから得たデー
タを集計することが

できます。それにより、
医療コーディネー

ターは必要としてい
る実践的なインサイ
トを武器に、積極的

な治療介入と質の高
い医療の提供を目的
とする、最もリスクの
高い患者のセグメン
ト化と特定を行える

ようになりました」

—Michael Zuschin 氏 
Cleveland Clinic 

ビジネスインテリジェンス部門ディレ
クター
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リスクの理解
 
公衆衛生管理の実現に欠かせないのは、セグメントと個人のレベルで、集団のリスク

特性を理解する能力を持つことです。

病院がセグメントのリスクを理解すれば、最も脆弱な患者を積極的に特定できるよう

になります。そして、リソースを振り向け、関連コストとリスクも管理しながら、予約の設

定と最高レベルの医療の提供を行えます。 

洗練された機械学習機能を持つ高度な予測分析ソフトウェアは、複雑なモデルを視覚

化し、集団全体と個々の患者の両レベルでリスクを予測することができます。 

ニューヨーク市の Mount Sinai Medical Center では、患者集団に提供しているサービ

スのレベルを理解するための基盤として、患者数対医療提供者数比を分析してリスク

を管理しています。 

このダッシュボードは患者数対医療提供者数の分析結果を示しており、Mount Sinai Medical Center 
で十分なサービスを受けていない患者集団に関連したリスクを特定するために使われています。 
これを見ると、買収の可能性がある診療所とともに、Mount Sinai が施設を新たに設けるべき地点 
がわかります。

4.



8

Mount Sinai では、買収の可能性があるプライマリケアの診療所や、次に病院施設を

設けるべき新しい地点を特定する際もデータを使っています。また戦略を推し進める

ために、複数の医療 IT (HIT) システムから得たデータを、1 つのインタラクティブなダッ

シュボードに集約しています。 

Mount Sinai ではまた、指標と照らし合わせて実績をモニタリング・追跡する能力を使い、

電子カルテシステムのデータを利用して疾病登録データを可視化しています。

血圧や BMI のような公共データを活用しながら、Mount Sinai では予測分析アルゴリ

ズムも作成し、医療連携とリスクに応じた治療介入を目的として、ある疾病で患者が持

つリスクに基づいて患者を分類することができます。

このダッシュボードでは標準的な疾病登録データを利用しており、ボディマス指数や血圧のような 
PHM リスク要因と照らし合わせてトラッキングしています。  
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患者関係の積極的な管理
 
公衆衛生の改善を図るために、医療チームはオンラインとオフラインの両方で、強固
な患者関係を築かなければなりません。このようなやり取りは、服薬コンプライアンス
とより良い予防医療を促進します。

医師、看護師、技師、医療助手、ソーシャルワーカーといった医療チームのメンバーは、
提供するサービスの質とレベルを最大限に高めるために連携する必要があります。

患者関係に対する連携した取り組みを成功させるには、電子登録 (EHR などの臨床シ
ステムによる臨床データを利用) と患者ポータルを組み合わせ、最善の患者エンゲー
ジメントを確保しなければなりません。

データドリブンなきっかけを作ることにより、電話、セキュアなテキストメッセージ、
メールなどさまざまなコミュニケーションを患者に促し、医療チームや医師との定期
的な関わりを確保することができます。

Blue Cross and Blue Shield of North Carolina では、ケースマネージャー向けに包括的な
ビューを持つ患者ダッシュボードを導入して、患者関係を管理しています。Minerva (医学
の女神ミネルバ) というふさわしい名前を持つこのソリューションは、試作から実用化ま
で 90 日間で構築されました。

Minerva ダッシュボードは、異なる 13 種類のデータソースから得た人口統計、給付、 
リスク情報、請求履歴、プログラム登録、医療格差など、複数の指標を患者データと統
合しています。以前ならメンバーとの初回の電話の準備に 15 ～ 30 分かけていた看
護師のケースマネージャーは、今ではダッシュボードにあるそのデータに数秒でアク
セスできるようになりました。

このダッシュボードは、Blue Cross and Blue Shield の試作版 Minerva による実例です。 
患者記録の詳細を具体的に示しており、ケース管理の改善に役立ちます。

5.

Blue Cross and Blue Shield がセルフ
サービス型のビジュアル分析を導入し、
どのように患者関係と公衆衛生を積極
的に管理しているかについて、このオン
ラインセミナーで詳しくご覧ください。 

http://www.tableau.com/ja-jp/learn/webinars/orchestrating-bi-revolution-bluecross-blueshield-north-carolina
http://www.tableau.com/ja-jp/learn/webinars/orchestrating-bi-revolution-bluecross-blueshield-north-carolina
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まとめ
 
集団データから得た実践的なインサイトにより、コストやリスク管理だけではなく患者の

アウトカムも改善できます。公衆衛生管理モデルはいまだに初期の段階にあり、現状の

徹底した見直しが必要です。

セルフサービス分析とデータビジュアライゼーションは、医療の組織、文化、ビジネスモ

デル、関係者、プロセス、IT の全体にわたって、この連携した取り組みを引き出すための

鍵となります。

著者について
 
Andy Dé (医療・ライフサイエンスソリューション部門ディレクター)

Tableau で医療とライフサイエンス分野の戦略とソリューション開発のリーダーを務める 

Andy Dé は、GE ヘルスケア、SAP、Health-Sciences、i2 などの企業で、エンタープライズ

ソフトウェア革新戦略、ポートフォリオ管理、市場投入戦略・計画立案・実施などを 20 年

以上にわたって担当した経歴の持ち主です。

Dé は医療改革に強い関心を持っており、ブログや Twitter (@HITstrategy) で保健科学

戦略に関する情報を 47 か国の読者に向けて発信しています。発信するその情報はハー

バード大学医学部、HIMSS、雑誌『Healthcare Informatics』、Partners Healthcare、ワシン

トンポスト紙などでも取り上げられています。Dé と医療分野におけるその経験について、

詳しくは www.andyde.com をご覧ください。
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Tableau について
 
Tableau は、医療分析においてセルフサービス型データディスカバリへの革新的なアプローチを提供してい
ます。ドラッグ & ドロップで、簡単にあらゆる医療データを接続、ビジュアル化、共有し、レポートを作成でき
るほか、PC から iPad までシームレスに使用できます。Tableau のソリューションにより、セルフサービスで使
用できる視覚的なダッシュボードをすぐに作成できます。プログラミングは一切必要ありません。無料トライ
アル版をぜひお試しください。Tableau の有用性をご確認いただけます。 

その他のリソース
無料トライアル版をお試しください

関連ホワイトペーパー
医療分析で、患者のアウトカムを改善する 

今すぐ導入すべき医療データ分析のトップ 4 トレンド

KLAS レポート: 医療分析ツールのパフォーマンス (英語) 

その他のリソースを見る
製品デモ

トレーニングとチュートリアル

コミュニティとサポート

カスタマーストーリー

ソリューション

Tableau および Tableau Software は、Tableau Software、Inc. の商標です。その他の社名および製品名は各
社の商標です。

http://www.tableau.com/ja-jp/products/trial
http://www.tableau.com/ja-jp/products/trial
http://www.tableau.com/ja-jp/products/trial
http://www.tableau.com/ja-jp/learn/whitepapers/enabling-healthcare-analytics-better-patient-outcomes
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